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１．背景・目的  

東北地方太平洋沖地震により津波被害を受けた大

船渡線・気仙沼線の一部区間は，鉄道敷をBRT(Bus 

Rapid Transit)専用道として整備する復旧工事を行っ

ている．図-１に示す大船渡線陸前矢作～竹駒間は，

2019年3月16日に陸前矢作駅から越戸内APまでの

1.7kmの区間の専用道が供用開始した．一方，越戸内

AP～竹駒APまでの約1.0km区間については， 2級河

川気仙川に架かる気仙川橋りょうの桁，橋脚の一部が

津波により流出したため，BRTは一般道を通行してい

る（写真-１）．被災した気仙川橋り

ょうは，岩手県の河川整備方針（1/30

の洪水に対する河道断面を確保する

河道掘削工事）を踏まえて，残存部

を活かして，復旧する方針とした．

本報告では，一部が流出した鉄道橋

を合理的にBRTの道路橋とする復旧

計画について報告する． 

 

２．設計条件 

JR気仙川橋りょうは，図-２に示すように，9連の鋼桁のうち，7連（1A-7P間）が津波により流出し，2P，3P，4P，

6P橋脚の一部折損，5P橋脚は被災時にフーチング基礎部より転倒しており，現地は全て撤去されている状況であっ

た（写真-１）．残存する桁・橋脚の健全度調査を行った結果，多少の修繕が必要であるものの健全であった． 

気仙川は，岩手県を代表する清流であり，アユ・サケ関係時期については，河川を濁す作業は出来ず，年間で3

ヶ月未満しか無条件に施工できる期間がないため，河川に影響の少ない施工とすることや，治水上有利な構造とす

る必要がある． 

３．上部工設計方針 

本橋りょうの復旧にあたって，当初計画では，財産図をもとに復旧することとしていた．しかし，当時使用して

いたリベット桁で復元することが難しいことや，当時の財産図をもとに復旧させた場合，BRT の専用道として使用

図-1 大船渡線 BRT 陸前矢作～竹駒間 
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写真-1 気仙川 B被災状況 

図-2 気仙川 B側面図 
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するには不経済な構造物となることが懸念された．そこで， BRT

の専用道として本復旧であることも踏まえ，流出部の桁の復旧につ

いては，新たに道路橋として道路橋示方書1)を用いて設計とすること

とした．本橋りょうについては，緊急車両が入ってくる場合を想定

し，荷重条件にはA活荷重を採用した． 

鉄道橋をBRTとして復旧する場合，残存している鋼桁にスタッド

ボルトを設置し，プレキャスト床版と一体化し，その上部に舗装す

ることで整備している（図-３）．道路橋も同様の断面形状としたが，

活荷重は，列車荷重に比べて自動車荷重のほうが小さくなるため，

鉄道橋で復旧させる場合に比べて，鋼桁の重量を約40％減らし，ス

リム化することができた（図-４）． 

 

３．下部工設計方針 

橋りょう周囲一帯に敷設されていた根固め工（図-５）は，全て津

波により流出しており，各橋脚周りのレール杭のみ一部残存してい

る状況であった．そこで，流出箇所である3P，5P橋脚の直上流部に

おいて地質調査を行い，全橋脚に対して安定計算を行った．安定計

算の結果，既存構造で復旧させる場合，2P，3P，4P，5P橋脚で補強・

洗堀対策が必要となった．一方，岩手県の河道掘削工事に伴い，河

床が低くなる箇所については，図-２に示すように，根固め工を設置

する．そのため，2P橋脚については，フーチングをおよそ1.3m拡幅

することで安定計算上問題ないことを確認した．河床の高さが変わ

らない，3P，4P，5P橋脚は，河川の澪筋部であり，橋脚復旧にあた

り，鋼矢板で閉め切り施工する必要があることから，鋼矢板を本設

の基礎として使用するシートパイル基礎工法2)にて復旧することと

した（図-６）．シートパイルの根入れ長は，仮設時のボイリング照

査より決まり，液状化対策を考慮した設計とした．今回，橋脚につ

いてもA活荷重とすることで，図-６に示すように旧橋脚に比べてス

リムな構造に変更し，河川条件の厳しい気仙川において，流水面積

を広げることで，治水上有利な構造にすることが出来た． 

 

５．まとめ 

 津波により流出した橋りょうを復旧するにあたり，残存部を活か

しながら，BRT 専用道の橋りょうへ改築する合理的な復旧案を提案

することが出来た．今回の実績が他のプロジェクトの一助になれば

幸いである． 
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図-３ 気仙川 B断面図 

図-６ 気仙川 B下部工構造 

図-４ 気仙川 B上部工比較 

図-５ 気仙川 B根固め設置箇所 
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